
様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１） 

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

うきは警察署協議会 

 

開催年月日時 
 平成２７年 ５月２９日 午後４時１５分 から 

 平成２７年 ５月２９日 午後５時５０分 まで 

 

  

 
開 催 場 所          うきは警察署３階会議室 

 

 

出 席 者        

警察署協議会 会長以下７名 
 

  

公安委員会 公安委員１名 

 

警 察 署        

署  長、副 署 長 

総務課長、会計課長、生活安全課長、地域課長、

刑事課長、交通課長、警備課長、刑事課主幹 
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【会長挨拶】 

  会長から「５月１日、安全安心カメラ運用開始式が行われた。平成２５年夏か

ら防犯カメラ増設に向け多数の団体・個人へ寄付をお願いして１８台のカメラ増

設に協力を頂いた。今後、大きく犯罪減少につながっていくことだろう。地方創

生は安全安心がないと成り立たない。これからは、いかに地域の防犯意識を高め

ていくか警察署協議会で取り組んでいきたい。」旨挨拶があった。 

 

【署長挨拶】 

    署長から「安全安心カメラが１８台増設されたことに感謝したい。本会議から 

新たな委員も出席されている。これから１年、時には厳しい御意見を頂きながら 

頑張っていきたい。本日は、犯罪・事故に対するうきは警察署の取り組み、特に

高齢者が関係するニセ電話詐欺及び交通事故への対応について報告をさせていた

だきたいと考えている。」旨挨拶があった。 

 

【うきは警察署による報告】 

１ うきは警察署管内の犯罪発生状況（平成２７年１月～６月） 

  ⑴ 罪種別発生状況 

  ⑵ 町単位の発生割合 

⑶ 町別発生状況 

２ うきは警察署管内の交通事故発生状況（平成２７年１月～６月） 

  ⑴  形態別発生状況 

 ⑵ 高齢者事故発生状況 

 ⑶ 町単位の発生割合 

⑷ 町別発生状況 

３ 特殊詐欺抑止対策について 

⑴ 情報発信活動の強化 
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⑵ 金融機関に出向いての水際阻止作戦 

⑶ 防犯講話の実施 

⑷ 女性警察官「ダマサレンジャー」による高齢者宅訪問活動 

⑸ 民生委員、金融機関への協力依頼 

⑹ 地域課員による巡回連絡の展開 

４ 特殊詐欺事件取り扱い状況について 

５ 交通死亡事故発生状況について  

６ 増設防犯カメラの運用開始について 

 

【質疑応答等】 

○ 犯罪事故の発生状況について報告を受け、委員から「管内の犯罪認知件数

が前年同期に比較し、約３０％減少しているということであるが、これは、

警察の活動に加え、防犯カメラ設置の効果もあるものと考えられる。ここ数

ヶ月の期間で防犯カメラの録画映像が活用された例はあるか。」旨質問があ

り、生活安全課長及び交通課長が「「管内の声掛け事案」等での被疑者解明

や交通事故捜査で活用した例がある。」旨、その効果と活用性について回答

した。 

 

○ 生活安全課長から特殊詐欺の抑止対策に関する報告を受け、委員から「抑

止対策のひとつに「ダマサレンジャー」という名称で女性警察官が高齢者宅

を訪問して防犯指導を行っているという報告があったが、有効な取組である

と考える。地域住民の声に親切に耳を傾け、よく話を聞き、被害防止の指導

に当たってほしい」旨の感想があった。また、署長、刑事課長が「不審な電

話に対して、だまされたふりが可能な場合は、現場検挙したいと考えている

ので協力をお願いしたい。加えて不審電話の会話の中に、息子を名乗った人

物が「携帯電話の番号が変わった」等と話した場合は、どうか以前から使用

している息子の電話番号へ電話をして本人かどうか真偽を確かめてほしい。」

旨説明した。 

 

○ 委員から「県内の特定地区の個人情報が出回っているという話しを聞いた

ことがあるが、特殊詐欺の被害者が特定地域に集中している実態はないか。」 

 旨質問があったことから、刑事課長が「現時点では、管内の特定地域の人が

特殊詐欺の被害に遭っているという状況はない。」旨回答した。 

 

【公安委員所感】 

  公安委員が「本県の５人の公安委員で調整を図りながら、各警察署の協議会

にオブザーバーとして出席させていただいている。今回、うきは警察署の協議

会に出席させていただいて、皆さんの積極的な取組が理解できた。 

  少子高齢化社会を背景に、弱者である高齢者が犯罪のターゲットになってい

る現状がある。今回、協議会委員の方から特殊詐欺事件とまで至らなかったケ

ースに関する発言があったが、是非とも十分に警察と連携をとっていただきた

いと思う。また、地域の皆さんの寄付によって防犯カメラが設置されたという

取 
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 取組については、とてもすばらしい施策だと感じた。                                             

   地域コミュニティーの再生に向けたそれぞれの地域に応じた活動へ今後とも

ご支援を頂きたい。」旨所感を述べた。 

 
 
 

             【警察署協議会開催状況】 

 

 
 

 
 
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 


